
本体取扱書

このたびはコンピベビーシート
“
ロイヤルベビーシート

"を

お買い上げいただき、ありがとうこざいました。

本品は、自動車事故の場合などの際にお子様を衝撃から守つたり、衝撃を緩和することを目的に
つくられたペビーシートです。

お子様の安全のために置使用前に財ず本書をよくお読みいただき、記載された内容に従つて正

しくお使いください。

本書は紛失しないようお車の中に保管してください。

本品を他のお客様にお譲りになるときは財ず本書も合わせてお渡しください。



華

警告表示について

この取扱説明書では安全にご使用いただくため、特にお守りいただきたいことなどを次のマークで

表示しています。これらは重要ですので、しっかりお読みください。

△警 告 …………記書雰療雪忍9兌ぷ法巻告8炉
かかわるような重大な傷害、事故

△注 意 …………弓審雰冒各露虎体獄富も偏房
事`故またはベピーシートの破損に

●イラストの中で使用されているXの記号は、図示されている行為の禁止を示しています。

安全にご使用いただくために、必す次の条件をお守りください。

置使用いただけるお子様

体  重  - 25k8～ 10k8未満

身  長  - 76cln以 下で頭頂部が本体から上に出ないお子様

参考年齢 一  新 生児～生後12ヶ月ころ

※新生児とは、体重25K9以 上かつ在胎週数37週以上         (r

△ 警 告
・上記の条件を満たさないお子様にはベビーシートを使用しないてください。万一のとき、
一卜の効果が発揮できず重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

bア ドパイス

その他の表示について

≪完了チェック≫  …
……

むアドバイス

安全のため、最後に必ず確認していただきたいことを記載して
おります。

この用品のために守っていただきたいこと、およびより安全、快適
にご使用いただくうえで知っておくと便利なことを記載しております。

●体重10kg以上～1 8kg未満のお子様にはチャイルドシート、体重1 8kg以上のお子様にはジュニア

シートをご利用ください。

△ 警 告

進行方向に対し必す後ろ向きで置便用ください

危険ですので前向きには絶対に使

用しないでください。

後ろ向き以外では衝突したときな

どにベピーシー トが十分な効果を

発揮せず重大な傷害を受けるおそ

れがあり危険です。

●お子様のためにも1時間以内を目安に定期的に休憩を取るようにしてください。



この様な車両シー トベル トの種類、座席には便用しないでください。

△ 警 告

●本品は汎用型ベビーシートであり、ベビーシートの型式指定基準に適台しておりますが、車両シートベルトの
種類やシートの形状などにより、確実にベビーシートを固定できない場合は使用しないてください。確実に固
定できないと、衝突や急ブレーキの際にベビーシートが移動するなどして十分な効果を発揮せず命にかかわ
るような重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。
なお、置不明な点は、当社「コンピお客様相談室(発売元)」までお問い合わせください。

「‐●車両シートベルトの種類 ‐…………………

※車両シートベルトの種類の詳細は「車両シート「●2点式シ
ートベルトー「●3点式シートベルトの腰部‐

ベルトの種類(P6)」を参照してください。
○:取付できる × :取付できない (右図参照)

〈参考〉

腰部の取
付け部が巻
き取り式に
なっている
もの

一般的な3点式シートベルトでは |
腰部の取付けは固定されています。|

の座席

巻 取 装 置 付 取

置

し

巻

装

な誂柑戦緞螢緞鮮
オート
マチッを

2点式 / × / × × × ×

8点式 ○ × ① × × ○ ①

―●ベビーシートの底面 ―一

の前後端が車両シート
座面に納まらない場合
又は安定しない座席

一 ●進行方向に対し横向き、十一

後ろ向きの座席
●シートベルトが短かく確

実に固定できない座席
●シートベルトの無い座席
●ベビーシートが固定でき

ない座席
●車両シートベルトのバッ

クルを三回転させてもバ

ックルの位置が高い座席

●ベビーシートを取付けると助手席一

側の後方視界を妨げる座席
(助手席SRSエアバッグが装備され

―●SRSエ アバッグが装備された座席十一一――十一一[
(SRSサイドエアノミッグは除く)         !

SRS AIRBAC9

助手席などSRSエ アバッグが装備された座席には絶
対に取付けないでください。SRSエ アバッグがふくら
んだときの衝撃で生命にかかわるような重大な傷書
を受けるおそれがあり危険です。

とがあります。その場合は後席で
1使 用してください。

|ベ ビ
ーシートを

1助 手席に取付け

|た 場合ベビ
ーシ



△ 議 告
●お子様が車内にいるときは、必ず保護者の方が付き
添つてください。決してお子様をベビーシートに座ら
せたまま自動車から離れないてください。糞天下な
どで車内が高温になり、死亡につながるおそれがあ
り危険です。

●ベビーシートにお子様を乗せてこ使用になるときは、
バックルを外さないてください。外すと汚一のとき、
生命にかかわるような重大な傷書を受けるおそれが
あり危険です。

●走行中およびこ使用中はお子様が誤つて車両シート
ベルトやベビーシートのバツクルボタンを押してベ
ルトを外したり、ベルトから抜け出すことのないよう、
細いの注意をはらつてください。万一のとき、生命に
かかわるような重大な傷書を受けるおそれがあり危
険です。

●後席に乗員を乗せる場合は、2ドアや3ドア車両など
の後席にドアが無い車の前席、1ボックスなどの後席
乗員の乗降に支障となる座席にはベビーシートを取
付けないてください。後席の乗員が緊急脱出する際
に受障となる場合があり危険です。

抹
/ 1 ｀

●事故などにより衝撃を受けたベビーシートは使用し
ないてください。万一のとき、十分な効果を発揮しな
いおそれがあり危険ですので必ず新しいベビーシー

トに取り替えてください。

●ベビーシートはお子様を乗せないときても、安全の
ために車両シートベルトで固定してください。固定し
ないと衝突や急ブレーキの際にペピーシートが移動
して、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
また、荷物をベビーシートの上に乗せないてください。

●車両シートベルトおよびベビーシートのベルトを傷
付けないようにこ注憲ください。万―のとき、ベルト
が十分な効果を発揮しないおそれがあり危険です。
少しても傷ついた場合は使用しないて新しいベルト
に取り替えてください。

●ベピーシートに日光が当たると金属部や樹脂などが
熱くなり、部品に触れるとやけどをするおそれがあ
り危険です。熱くないことを確認のうえ、こ使用くだ
さい。



△ 警

△ 注 意

●走行中はベビーシートの調節や操作をしないてくだ
さい。走行中に行うと運転の妨げとなり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険てす。

。こ使用中車両シートベルトがゆるむなどしてベビーシー

トの固定があまくなる事があります。時 点々検し、ゆるく
なつた場合は再度取付け直してください。そのままこ使
用になると万―のとき、ベビーシートの効果を発揮しな
いおそれがあり危険です。
(確認、取付けは停車し、安全な状態で行つてください。)

●安全のため、走行中はお子様をベビーシートから、降ろさ
ないてください。走行中に行うと万一のとき、生命にかか
わるような重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

,ベビーシートの表皮、カバー類は取り外して使用し
ないてください。
●本ベビーシートの表皮、力/ 一ヽ類は指定以外のもの
と取り替えて使用しないでください。
●本書に記載された以外の方法で絶対に取付けない
てください。正しく取付けないと衝突したときなど
にベピーシートが十分な効果を発揮せず重大な傷善
を受けるおそれがあり危険です。
●本書に記載された以上の分解、構成部品を取外した
状態での使用、本品指定以外のものとの交換等の改
造は絶対にしないてください。衝突などのとき十分
な効果を発揮せず重大な傷書を受けるおそれがあり
危険です。

●ベビーシートを助手席に取付けた場合(助手席SRSエアバ
ッグが装備されていない座儒)ベビーシートとシフトノブや
サイドブレーキが干渉する場合があります。もし、干渉する
場合は、働手席での使用をやめ後席で使用してください。

●走行中、停車中ともお子様をベビーシートの上に立たせたり
Cp腰、正座の状態で使用しないてください。お子様がベビー

シートより落ちてケガなどをするおそれがあり危険です。

●お子様が、ベピーシートをを使用Cpは、ぉ子様に□い
もの、鋭利なもの等危険なものを絶対に持たせない
てください。わずかな衝撃でも生命にかかわるよう
な重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。
●車の座席にクッション、座ぶとんなどを敷いたままでベビ
ーシートを使用しないてください。また、クッション材をベ
ビーシートの調整用として使用しないてください。

●事故などにより、傷書を与えるような物を固定しない状態
てお車の中に放置しないてください。汚一のとき、お子様
にあたり、ケガなどをするおそれがあり危険です。
●お子様とベビーシートの間に毛布などを入れないて
ください。万一のとき、ベビーシートが十分な効果を
発揮しないおそれがあり危険です。

●長時間屋外にベビーシートを放置しないでください。ベビーシートの機能を損ねる原因となります。
●食ぺ物、飲物をベビーシートにこぼさないように注意してください。故障の原因となります。
●ベビーシートを車両の可動部分(シートやドア)で挟んだりしないよう十分こ注意ください。
ベビーシートが損傷するおそれがあります。
●後席にベビーシートを取付け、お子様を座らせた場合は、その前席に座る方は、シートスライド、リクライエングをお控えく
ださい。万が一シートスライド、リクライエングをする際は、ベビーシートにぶつかることのないよう十分にこ注意ください。



車両シートベルトの種類

●シートベルトの種類により取付け方法が異なります。ベビーシートを正しく安全に使用されるために
お客様の車両のシートベルト種類を確認して頂き、それぞれの種類に合った取付け方法で装着してく
ださい。使用できる車両は、当社 「コンピお客様相談室 (発売元)」 までお問い合わせください。

シートベルトの種類 徴特 取  付  け

ELR(緊 急ロック式
ベルト巻取り装置)付
3点式シートベルト

通常時には、ベルトが自由に引
き出し巻取りでき、急ブレーキ
等の衝撃を感知したときにベル
トがその時点でロックされます。

ベビーシートの取付けに合わせて、シートベルト
の長さを目|き出し巻取りながら固定してください
(取付けかたは「7車両への取付け」P10～ 12を
参照)

ALR/ELR(チ ャイル
ドシート固定機構)付
3点式シートベルト

ELR付 3点式シートベルトにチ
ャイルドシート固定用にALR
機構を備えたものです。

装着の際は上記ELR付 3点式シートベルトと同じ方
法で固定してください。固定した後車両シートベルト
を全量引き出しALR機 構を作動させ、巻取りながら
長さを調節してください。巻取る時車両シートベルト
の肩ベルトを持ち上げないでください。
(取付けかたは「7車両への取付け」P10～12を参照)

ALR(自 動ロック式
ベルト巻取り装置)付
3点式シートベルト

ベルトを引き出す途中 (任意
の位置)で止めると自動的に
ロックされ、それ以上引き出せ
なくなります。

ベピーシートを固定するのに必要な長さのシートベ
ルトを一気に引き出して巻取りながら固定してくだ
さい。巻取る時、車両シートベルトの肩ベルトを持ち
上げないでください。
(取付けかたは「7車両への取付け」P10～12を参照)

NLR(非 ロック式
ベルト巻取り装置)付
3点式シートベルト

ロック機構が無く、ベルトを全
部引き出した状態で体格に合
わせてベルトの長さを調節し
ます。

巻取り装置からシートベルトを全部引き出し、ベピー

シートに合わせてシートベルトの長さを調節し固定し
てください。
(取付けかたは「7車両への取付け」P10～12を参照)

マニュアル式
3点式シートベルト

巻取り装置が無く、体格に合
わせてベルトの長さを調節す
るシートベルトです。

ベピーシートに合わせてシートベルトの長さを調節し
固定してください。
(取付けかたは「7車両への取付け」P10～12を参照)

緊急の場含には

緊急時にはあわてずに、下記方法ですみやかにお子様を救出してください。

●バックルのボタンを指で強く押し、プレートAB
をバックルから離し、お子様を降ろしてください。

●ノヽックルからプレートABが 抜けない時には、ベ
ビーシートの肩部ベルトを刃物等で切り、お子
様を降ろしてください。



アーム

プレートフック
アームボタン

bアドパイス
●取扱書をご使用にならないときは、大事な備品である
ため紛失しないように大切に保管してください。

(高さi383× 奥行i653× 幅:443 重 塁:2 5kO)

「r榮ど誓シヨ、の/ツヽクリレを外したままでのこ使用は絶対におやめください。           〕
①
ぶこそ々紹ぎay負 華笛響焦戸

｀プレー トA Bを  ② お子様のお尻がシートの一番深い位置にくるように乗せてください。

●プレートA、プレートBをそれぞれ左右
のプレートフックに引っ掛けて外側に開
いておくとお子様を乗せやすくなります。

8層がヤ労庶空ザ蓄暫覆晋蒼稽評吾留任基に島繁」害剰 毛
てくだ乱ち田裕肩研 の長さ調剣門を参Ю

(完了チェック)

△ 替 告

●右記の項目を満足しない状態で使用しな
いてください。ベビーシートが十分な効果
を発揮せず重大な傷書を受けるおそれが
あり危険です。

輯

軽

●ベビーシートの効果を十分に発揮させるため、次のことを確認し
てください。
●バックルとプレートAプ レートBが確実に結合されていること。
●肩ベルトがねじれたり、ゆるんだ状態になっていないこと。
●ベルトカバーが正しい位置にあること。
・連絡金臭が肩ベルトに正しく付いていること。(肩ベルトを3っ
張り確認してください。)

●プレートA、プレートBは片方ずつてはバックルに差し込めません。また片方のみてはパックルにロックし
ません。財ずプレートAとプレートBをきちんと組み合わせてからバックルに差し込み、ロツクしてください。



偽 湯易取誌 、取り外しおよび講師は財ず停車中に行つてください。走行中に行うと運転の妨げとなり、思わぬ事故の原因となります。〕

1口肩ベルト通し穴の変えかた

△ 警 告
●肩ベルトは、おき様の体倍に合わせて財ず調節してください。正しく調節しないと衝突したときな
どにベビーシートが十分な効果を発揮せず重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

お子様の成長に合わせて、肩ベルトの位置を調節してください。

C)背 面の連絡金臭から肩ベルトを外してください。 C)ベビーシート本体から肩ベルトを抜き取ってください。

③ン僣錯屠きな事)緞 島談計翌ぱ 廻)首 面の連結金具に肩ベルトを差し込んでください。

2,肩 ベル ト長さの調節

①灘 置鰹 ヒだぎ舌ゴ
しながら左もの肩勺レ ②貿曾進患ど闇 ↓縄 鋼 設殆昌ば。

③寮智ぞ当品こ詔認
めた長さになるよう肩ベルトの  に)建喜療卿

卜との間に手のひらが入る

●下記の項目を満足しない状態で、使用しないでください。ベビーシート
が十分な効果を発揮せず重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

●ベピーシートの効果を十分に発揮させるため、次のことを確認してください。
●肩ベルトが左右とも確実に調節金臭に接続されていること。
●肩ベルトが左右同じ高さの穴がら通してあること。
・肩ベルトがねじれたり、ゆるんだ状態になっていないこと。

《完了チェ



アームの位置

アームは、次の4つの位置で固定して使用できます。
(左図)

①車両取付け位置

②キャリア位置

③ ゆりかご 収納位置

④ ベビ
ーラック位置

2.ア ーム位置の調節

①夢段れなど慾翌蟹プ
し込み、アームのロック C)云示台ラ5母孔8済扇遷築3恵告。

ボタンが戻リアー

十   《完了チェック》

△ 警 告
●下記の頂目を満足しない状態で使用しないてください。
ベビーシートが十分な効果を発揮せず豊大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

●ベピーシートの効果を十分に発揮させるため、次のことを確認してください。
●アームが確実にロツクされていること。
●アーム位置が正しい使用位置にあること。

②

轟



生
車

「手干号告:塁昇』署額殆がょり安全と言われていますので、後席への取付けをおすすめします。

替△
●ご使用前に取付け可能な座席であることおよびお子様が使用条件を満たしていることを財ず確認し
てください。(「1 こ使用にあたって」P2.3を参照)取付けが難しい場合は無理に取付けないてくださ
い。万一のとき、ベビーシートが効果を発揮しないばかりか思わぬ事故のおそれがあり危険です。
●ベビーシートは進行方向に対して、財ず後ろ向きて取付けてください。前向きではベビーシートが効
果を発揮しないばかりか、万一のときに思わぬ事故のおそれがあり危険です。
●お子様を乗せたまま車両へ取付けるときは、お子様が落ちてケガをすることのないよう、十分注意して取付けてください。
●SRSエアバッグが装備されている座席には絶対に取付けないてください。エアバッグがふくらんだときの衝撃て生命にかか
わるような重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。なお前席(働手席SRSエアバッグが装備されていない座席)にベビー

シートを取付ける場合は、車両前席シートの前後位置をいちばん後ろの位置にした上で後ろ向きに取付けてください。

1口車両シー トヘの置きかた

●ベピーシートの座面先端部が車
両シートノヽックに当たるようにし
てください。
〔リクライニング付シートの場合は
ベピーシートの座面先端部が車
両シートバックに当たるようリク
ライエング調節してください。
●ベピーシート底面の前端が車両
シート座面に援するようにしてく
ださい。

△ 警 告
●運転者が適切な運転姿勢をとれないおそれのある
座席には取付けないてください。運転の妨げとなり
思わぬ事故の原因となつて重大な傷書を受けるお
それがあり危険です。(運転席の後方座席や運転席
と動手席が一体の車両など)

bアドパイス
・車両にアジャスタブルショルダーベルトアン
カが装備されている場合は一番下の位置に

調節しておくと、ベピーシートを取付けやすく
なります。
※アジャスタブルショルダーベルトアンカ…草
両シートベルトが乗員の肩に十分かかるよう
高さを調節できる機構。(調節方法等、取扱
しヽこついては車両の取扱書をお読みください。)
・前席へ取付ける場合(助手席SRSエ アバッグ
が装備されていない座席のみ)は車両シート
を一番後ろまで下げておくとベピーシートを
取付けやすくなります。

2コ車両シートベルトでの固定のしかた

③

④

① 車両シ
ートベルトをベビーシートの上を通して、車両のタングプレートを

車両のバックルに「カチッ」と音がするまで差し込んでください。

② 車両シ
ートベルトをベピーシートの両lRlのベルトフックに差し込んでくだ

さい。

車両シートベルトを引き上げ、ゆるみを取ってください。

車両シートベルトを3き 出し、ベビーシートの背面を通過させてください。

bアドバイス
・車両シートベルトが短く、ベピーシートの背面を通過させにく
い場合は「車両シートベルトが短く背面を通過させにくい場
合」(P12)を参照ください。
●ALR/ELR付 シートベルト、ALR付 シートベルトの場合、車両
シートベルトをすべてBIき出さないでください。チャイルドシ
ート固定機能が作動し、取付けにくくなります。万一、チヤイ
ルドシート固定機能が作動した場合、車両シートベルトを全
部巻き戻し、再度装着してください。



⑤
⑥

②
③

車両シートベルトをベピーシートの背面ベルトクリップに差し込んでください。

左ものアームボタンを同時に押し、アームを車両取付け位置(P9参照)まで
回転させロックさせてください。

ベピーシートを車両シートに押しつけながら、ベルトのゆるみを取ってください。

ALR/ELR付 シートベルト、ALR付 シートベルトの場合は、車両シートベルトが
止まるまでゆっくり5き 出した後、ベピーシートをしっかり固定できるように草
両シートベルトを巻き取ってください。(車両シートベルトが]|き出せないこと
を確認してください。)

⑥宵面ベルト
クリップ

△ 警 告
●シートリクライエングノプの下にシートベルトが入り込まないようにしてください。

・車両ベルトが図の通りになつていること。アームが図の位置で確実にロックされていること。
左側座席への取付け状態

・ベビーシー トに前後左右に力をかけ、ゆすつてみたとき、確実に固定されていること。

△ 替 告

・お子様が座っても、車両シートベルトにゆるみがないこと。(「4お子様の乗せかた」Pフを参照)
・車両シートベルトがねじれていないこと。
●シートリクライエングノブの下にシートベルトが入り込んでいないこと。

●下記の項目を満足しない状態で使用しないてください。ベビーシートが十分な効果を発揮せず重
大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

●ベビーシートの効果を十分に発揮させるため、次のことを確認してください。

右側座席への取付け状態

車外lRlから見た状態

●固定が不十分な場合は前ページ「車両シートベルトでの固定のし
かた」の③②をやり直し、ゆるみを取つてください。
●車両シートベルトが短いときや、車両シート座面とベビーシート
底面の前端が接しないときは装着しないてください。
●車両シートベリレトがALR(チ ャイルドシート固定機能)付ベルトの
場合、全豊BIき出してALRの 状態で装着し、車両シートベルトの肩
ベルト部を持ち上げないてください。(左図 矢 印方向)
ベルトがヨ|き出せずベピーシートが傾いた状態となり、ベビーシートが
効果を発揮しないおそれがあり危険です。装着をやり直してください。



車両シートベルトが短く背画を通過させにくい場合

bアドパイス
・前席へ取付ける場合(助手席SRSエ アバッグが装備されていない座席のみ)は車両シートが一番後ろ
の位置に調節しておくとベピーシートを取付けやすくなります。
・車両にアジャスタブルショルダーベルトアンカが装備されている場合は一番下の位置に調節しておくと
ベビーシートを取付けやすくなります。

① 車両シ
ー トにベピーシー トを斜

めに置いてください。
C)ベ ピ

ーシートの上に車両シートベルトを通し、図の位置で車両のタングプ
レートを保持しながら、車両シートベルトを3き 出し、ベピーシートの背
面を通過させてください。

bアドパィス
●ALR/ELR付シートベルト、ALR付シートベ

ルトの場合、車両シートベルトをすべて引き出
さないでください。チャイルドシート固定機
能が作動し、取付けにくくなります。万が一、
チャイルドシート固定機能が作動した場合、
車両シートベルトを全部巻き戻し、再度装着
願います。

C)ベピーシートを後ろ向きに戻し、車
両シートベルトをベピーシート両側
のベルトフックに差し込んでください。

廻)車両のタングプレートを車両バック
ルに「カチッ」と言がするまで差し
込み、車両シートベルトを目き、ゆる

C)車両シートベルトをベビーシートの
背面ベルトクリップに差し込んでく
ださい。

∈》左ものア
ームボタンを同時に押し、アームを車両取付

け位置(P9参照)まで回転させロックさせてください。
C)ペビーシートを車両シートに押しつけながら車両シート
ベルトを写き、ゆるみを取ってください。

一⑥ ALR/ELR付 シートベルト、ALR付 シートベルトの場合は、車両シートベルトが止まるまでゆっくり3き 出した後、ベビーシー
トをしっかり固定できるように車両シートベルトを巻き取ってください。(車両シートベルトがヨき出せないことを確認して
ください。)

― =f・ (完了チェック)

△ 善 告
●前ページの完了チェック(Pll)の項目を満足しない状態で使用しないてください。ベビーシー

トが十分な効果を発揮せず重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

○ベビーシートの効果を十分に発揮させるため、
前ページ (Pllページ)の完了チェックに従って、必ず確認してください。



1=ベ ビ…ラック、ゆりかことしてのご便用

・屋内ではベピーラック、ゆりかごとしてもご使用

いただけます。
●アームは下図位置でご使用ください。(P9参照)

△ 警 告
●斜面や不安定な場所へは置かないてください。ベ
ビーシートがたおれたりし、お子様が落ちてクガ
などをするおそれがあり危険です。

△ 注 意
●ベピーラックとしてご使用
になる場合、過剰に押しつ
けない様こ注意ください。
故障の原因となります。

ゆりがご

ベビーラック

持ち運び方法
●車外ではベピーキャリアとしてもご使用いただけます。

●お子様をベビーシートに乗せているときは、必ずベビーシートの肩ベルトを着用させてください。
万一のとき、お子様が落ちてケガなどをするおそれがあり危険です。

アームを便用する場合

ベビーシー トを直接持つ場合

ベピーシートの上下の樹鮨部を両手でしっかり持ってください。

●表皮だけを決して持たないてください。表度がず
れて両手てベビーシートを支えられなくなるおそ
れがあり危険です。



1 .

△
構蔵部品の取り外しかた

替 告

<取 り外し順序>

①↑二経獣査援き蟹舎|レ,パ
ッドを取り外してくださし、

∈)奮F?辰翁ヤ先A呈ぁ奪写9ぢ掌歩安ダ=密祭し蛋事FF

③ ア
ーム下側のゴムひものフックを外してください。

④ ベビ
ーシート足元側から表皮を取り外してください。

(罫評鼎22香唇5蟹事声
と両サイドのベルトフック部

)
お手入れ方法

(1).表 皮類の洗いかた

曹ムao似 阿

・水またはぬるま湯で押し洗いしてください。なお、汚れがひどいときは、
中性洗剤で手洗いし風通しのよい日陰に干してください。
・十分に乾くまで使用しないでください。
・塩素系漂白斉」は色落ちするので使わないでください。
●アイロン掛けはしないでください。
・乾爆機には、かけないでください。

(2).樹 脂部品、肩ベル トのお手入れ

・掃除機などで、ほこりやごみを取ってください。
●飲み物など、しみの残りやすいものをこぼしたときは、乾かないうちに拭き取ってください。
●汚れがひどいときは、中性洗斉Jかぬるま湯で汚れをとり、水拭きしてから風通しのよい日陰に干してください。
・十分に乾くまで使用しないでください。

△ 警 告
●ガソリン、ベンジン、シンナーなどの有機溶剤を使用しないてください。また、ベルトを漂白したり、
染めたりしないてください。ベビーシートが十分な効果を発揮せず重大な傷書を受けるおそれがあ
り危険です。

艶

鉛

●下記説明以外の分解はしないてください。万一のとき、生命にかかわるような重大な傷書を受け
るおそれがあり危険です。

表皮類

ン 衰地 中綿 裏地 フリル

表皮 綿100% ボリエステル100% ドリエステル100%ポリエステル100%

ベルトカノヽ一 綿100% ポリエステル100% ドリエステル100%

般ベルトパッド 綿100% ポリエステル100玖ドリエステル100%

(3).皮 巻部のお手入れ

●アーム皮巻部の汚れは、水をかたくしぼった布で拭き取ってください。

●アーム皮巻部をガソリン、ベンジン、シンナーなどの高機溶剤て拭かないてください。lllくと変色の原因になります。



3口構成部品の組み付けかた

<組 み付け順序>

① 表皮をベビ
ーシート足元イ貝Jより、かぶせてください。

② バックルを表皮の穴に通してください。

6)を 昌思岱

ルトフックを左もの表度の穴に通し、表面に出してく

④ 左右の肩ベルトを表皮の穴に通してください。

③ 表度をベビ
ーシート頭部側にかぶせてください。

⑥ ゴムひもをア
ームの下側からまわし、ホックに止めてください。

②夢庁種毬渓注F ゼえ≧腎ぞ
ル膨ヽソドを左もの肩勺レト及びフじ

次のことを確認してください。
・左右のベルトフックが完全に表皮から外に出ていること。
●ベピーシートの肩ベルト通し穴と表皮の穴の位置が合っていること。
●ベルトがねじれていないこと。
●構成部品の取付け忘れがないこと。
・構成部品の取付け順序および、左右 表 裏の間違いがないこと。

無 〉́

●ベルトフックが外に出ていないと確実に車両に取付けられないおそれがあり危険です。
●本品|よ構成部品を取外した状態で使用したり、本品指定以外のものと取り替えて使用しないてくださ
い。万一のとき、ベビーシートが十分な効果を発揮せず重大な傷書を受けるおそれがあり危険です。

整
葺

●下記の頂目を満足しない状態で使用しないてください。
ベビーシートが十分な効果を発揮せず重大な傷書を受けるおそれが
あり危険です。

●ベビーシートの効果を十分に発揮させるため、
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